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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 145,459 10.5 5,658 51.6 5,452 52.1 3,826 50.1

2021年3月期第3四半期 131,689 △2.0 3,732 2.2 3,583 3.7 2,548 0.3

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　4,351百万円 （59.9％） 2021年3月期第3四半期　　2,721百万円 （30.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 93.44 ―

2021年3月期第3四半期 62.25 ―

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首より適用しております。

詳細は四半期決算短信（添付資料）（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）をご参照ください。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 118,062 57,126 48.4 1,395.17

2021年3月期 101,317 54,413 53.7 1,328.89

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 57,126百万円 2021年3月期 54,413百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 13.00 ― 23.00 36.00

2022年3月期 ― 17.00 ―

2022年3月期（予想） 26.00 43.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 181,000 ― 6,500 19.0 6,200 19.7 4,400 20.0 107.46

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上記の連結業績予想は当該会

計基準を適用した後の数値となっており、対前期増減率は記載しておりません。
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 42,304,946 株 2021年3月期 42,304,946 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 1,358,737 株 2021年3月期 1,358,653 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 40,946,232 株 2021年3月期3Q 40,946,293 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が、ワクチン接種の拡

大に伴い徐々に緩和され、個人消費にも持ち直しの動きがみられました。一方、需要の回復等を背景としたインフ

レ懸念や、新型コロナウイルス感染症の変異型の拡大等、世界経済の先行きは不透明な状況で推移しました。

　エレクトロニクス業界におきましては、一部で半導体等の供給不足やサプライチェーンの混乱が生じているもの

の、自動車需要の回復や、５Ｇ関連及び産業機器等様々な分野での需要が拡大し、電子部品の生産は増加傾向で推

移しました。

　このような状況の中、当社グループは、自動車向け各種関連部材に注力した販売活動に努めました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比10.5％増の1,454億59百万円となりました。

　営業利益は、売上高の増加に伴い売上総利益が増加したことから、前年同期比51.6％増の56億58百万円となりま

した。

　経常利益は、営業利益が増加したことから、前年同期比52.1％増の54億52百万円となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益が増加したことから、前年同期比50.1％増の38億26百万円とな

りました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間の売上高は80億60百万円減少しております。詳細については、

「（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」をご参照ください。

　当社グループの報告セグメントを基にした、当第３四半期連結累計期間における地域別販売状況の概要は、以下

のとおりであります。

（日本）

　売上高は、第１四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３

月31日)等を適用したことにより減少したものの、自動車向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期

比2.3％増の775億83百万円となりました。営業利益は、前年同期比85.7％増の27億96百万円となりました。

（中国）

　売上高は、ゲーム機向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期比38.2％増の376億79百万円となり

ました。営業利益は、前年同期比23.9％増の13億53百万円となりました。

（その他アジア）

　売上高は、電子部品向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期比5.3％増の236億95百万円となりま

した。営業利益は、前年同期比92.9％増の11億78百万円となりました。

（欧米）

　売上高は、自動車向け各種関連部材の販売が増加したことから、前年同期比7.1％増の65億１百万円となりまし

た。営業利益は、前年同期比66.0％減の76百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　総資産は、「現金及び預金」が増加したこと等により、前連結会計年度末比16.5％増の1,180億62百万円となり

ました。

　負債は、「支払手形及び買掛金」が増加したこと等により、前連結会計年度末比29.9％増の609億35百万円とな

りました。

　純資産は、「利益剰余金」が増加したこと等により、前連結会計年度末比5.0％増の571億26百万円となりまし

た。なお、自己資本比率は、48.4％となりました。
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（キャッシュ・フローの状況）

　当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より77億93百万円増加し、356億70百

万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、89億76百万円の収入となりました。主な要因としましては、税金等調整

前四半期純利益が54億52百万円、売上債権の増加による資金流出が32億83百万円、棚卸資産の増加による資金流出

が41億16百万円、仕入債務の増加による資金獲得が110億48百万円、法人税等の支払による資金流出が13億97百万

円であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、３億72百万円の支出となりました。主な要因としましては、有形固定資

産の取得による資金流出が４億61百万円であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、13億30百万円の支出となりました。主な要因としましては、配当金の支

払による資金流出が16億35百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当連結会計年度の連結業績予想につきましては、2021年４月22日公表の連結業績予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,877 35,670

受取手形及び売掛金 54,678 58,855

棚卸資産 11,676 16,089

その他 1,122 1,164

貸倒引当金 △21 △15

流動資産合計 95,333 111,763

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,221 2,186

減価償却累計額 △1,572 △1,557

建物及び構築物（純額） 649 629

土地 1,208 1,110

その他 3,320 3,959

減価償却累計額 △1,987 △2,305

その他（純額） 1,333 1,654

有形固定資産合計 3,190 3,393

無形固定資産

ソフトウエア 353 337

販売権 41 26

その他 0 0

無形固定資産合計 394 364

投資その他の資産

投資有価証券 587 593

繰延税金資産 765 893

投資不動産 322 315

破産更生債権等 2,927 3,135

退職給付に係る資産 277 260

その他 464 496

貸倒引当金 △2,945 △3,153

投資その他の資産合計 2,398 2,540

固定資産合計 5,984 6,298

資産合計 101,317 118,062

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 41,637 53,724

短期借入金 138 677

未払法人税等 787 878

賞与引当金 359 767

役員賞与引当金 - 30

その他 2,696 3,377

流動負債合計 45,619 59,455

固定負債

繰延税金負債 946 1,101

退職給付に係る負債 128 124

その他 208 254

固定負債合計 1,284 1,480

負債合計 46,903 60,935

純資産の部

株主資本

資本金 2,142 2,142

資本剰余金 3,335 3,335

利益剰余金 48,560 50,748

自己株式 △694 △694

株主資本合計 53,343 55,531

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 221 217

繰延ヘッジ損益 - 0

為替換算調整勘定 662 1,216

退職給付に係る調整累計額 185 161

その他の包括利益累計額合計 1,069 1,595

純資産合計 54,413 57,126

負債純資産合計 101,317 118,062
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 131,689 145,459

売上原価 119,040 130,025

売上総利益 12,648 15,433

販売費及び一般管理費

給料及び手当 3,560 3,794

役員報酬 129 102

運賃及び荷造費 1,624 1,844

法定福利費 568 679

旅費及び交通費 182 205

減価償却費 331 358

賞与引当金繰入額 453 651

役員賞与引当金繰入額 30 30

退職給付費用 157 145

貸倒引当金繰入額 △9 △6

その他 1,886 1,970

販売費及び一般管理費合計 8,915 9,774

営業利益 3,732 5,658

営業外収益

受取利息 18 18

賃貸収入 71 69

投資事業組合運用益 - 12

固定資産売却益 - 29

その他 38 30

営業外収益合計 128 160

営業外費用

支払利息 20 20

賃貸費用 20 31

為替差損 232 280

その他 3 34

営業外費用合計 278 366

経常利益 3,583 5,452

税金等調整前四半期純利益 3,583 5,452

法人税等 1,034 1,625

四半期純利益 2,548 3,826

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,548 3,826

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 2,548 3,826

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 115 △4

為替換算調整勘定 69 553

退職給付に係る調整額 △11 △24

その他の包括利益合計 172 525

四半期包括利益 2,721 4,351

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,721 4,351

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,583 5,452

減価償却費 474 672

貸倒引当金の増減額（△は減少） △609 △9

売上債権の増減額（△は増加） △1,179 △3,283

破産更生債権等の増減額（△は増加） 596 10

棚卸資産の増減額（△は増加） 11 △4,116

仕入債務の増減額（△は減少） 7,734 11,048

その他 797 592

小計 11,408 10,365

利息及び配当金の受取額 25 28

利息の支払額 △20 △20

法人税等の支払額 △1,173 △1,397

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,240 8,976

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △560 △461

無形固定資産の取得による支出 △104 △52

投資不動産の賃貸による収入 55 43

その他 △7 98

投資活動によるキャッシュ・フロー △617 △372

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 188 515

リース債務の返済による支出 △191 △210

配当金の支払額 △1,144 △1,635

その他 - △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,146 △1,330

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32 520

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,443 7,793

現金及び現金同等物の期首残高 23,387 27,877

現金及び現金同等物の四半期末残高 31,830 35,670

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。

　収益認識会計基準の適用による主な変更点は以下のとおりであります。

　・代理人取引に係る収益認識

　エレクトロニクス製品分野を対象とした電子材料、電子部品、設備等の提供等について、従来は顧客から受け

取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、収益認識会計基準のもとでは、顧客との約束が当該財又は

サービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場合には、当連結会計年度より代理人

取引として、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しておりま

す。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が80億60百万円、売上原価が80億60百万円それぞれ減少してお

ります。また当事業年度の利益剰余金期首残高に反映されるべき累積的影響はありません。
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(単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額日本 中国
その他
アジア

欧米 計

売上高

（1）外部顧客に対する売
上高 75,850 27,260 22,505 6,072 131,689 - 131,689

（2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 28,447 5,296 5,234 2,123 41,101 (41,101) -

計 104,297 32,556 27,740 8,195 172,790 (41,101) 131,689

セグメント利益 1,506 1,092 611 225 3,435 296 3,732

(単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額日本 中国
その他
アジア

欧米 計

売上高

（1）外部顧客に対する売
上高 77,583 37,679 23,695 6,501 145,459 - 145,459

（2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 36,571 7,774 5,984 1,678 52,008 (52,008) -

計 114,154 45,453 29,679 8,180 197,467 (52,008) 145,459

セグメント利益 2,796 1,353 1,178 76 5,406 252 5,658

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日　至 2020年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額は、セグメント間の消去額を記載しております。

２．日本以外の各セグメントに属する国または地域は、次のとおりであります。

（１）中国……………中国（香港を含む）

（２）その他アジア…韓国、インド、東南アジア等

（３）欧米……………米国、メキシコ、チェコ

　　　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額は、セグメント間の消去額を記載しております。

２．日本以外の各セグメントに属する国または地域は、次のとおりであります。

（１）中国……………中国（香港を含む）

（２）その他アジア…韓国、インド、東南アジア等

（３）欧米……………米国、メキシコ、チェコ

　　　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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中国 その他アジア その他 合計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 29,943 35,976 5,014 70,935

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － 131,689

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 22.7 27.3 3.8 53.9

中国 その他アジア その他 合計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 37,437 35,258 4,657 77,353

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － 145,459

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 25.7 24.2 3.2 53.2

３．補足情報

海外売上高

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

（注）国または地域の区分の方法及び各区分に属する主な国または地域は、次のとおりであります。

①　国または地域の区分の方法……………地理的近接度による。

②　各区分に属する主な国または地域……中国（香港を含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他アジア：韓国、インド、東南アジア等

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

（注）国または地域の区分の方法及び各区分に属する主な国または地域は、次のとおりであります。

①　国または地域の区分の方法……………地理的近接度による。

②　各区分に属する主な国または地域……中国（香港を含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他アジア：韓国、インド、東南アジア等
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